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   LITHOTRIPSY FOR THE UROLITHIASIS IN 
           HORSESHOE KIDNEY
Akira Ohyama, Yoshimasa Asai, Yasushi Ameno, Tamihiro Sakakura, 
       Osamu Sugita, Masato Kamizuru, Wataru Sakamoto,
 Tatsuya Nakatani, Taketoshi Kishimoto and Masanobu Maekawa 
      From the Department of Urology, Osaka City University MedicalSchool 
                      Hiroki  Iimori 
             From the Department of Urology,Osaka NTT Hospital 
                     Keisuke Yamamoto 
        From the Department of Urology, Osaka Municipal Itami Hospital
   At Osaka City University, 1,987 patients with urolithiasis have been treated by extra-corporeal 
shockwave lithotripsy (ESWL) during a four-year period. We treated 5 patients with horseshoe 
kidney and the obtained results were analyzed retrospectively. Three of these patients, who had a 
solitary stone could successfully be treated by ESWL as monotherapy. One who had multiple 
stones required transurethral lithotripsy after ESWL due to stone-street. The remaining 1 patient 
who had undergone heminephrectomy developed perirenal hematoma after ESWL, which spontane-
ously disappeared without any specific treatment. We discuss the special care related to the use 
of ESWL in the horseshoe kidney.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1627-1631, 1991)












今回そ のうち5例の馬蹄腎に発 生した結石に対 して
ESWLを行った治療成績と問題点について報告する.
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Table1.Characteristicsof5cases
CaseNo.性別 年齢 結石の位置 大きさ 衝撃波数(mm)






































Tablelに全 馬 蹄 腎症 例 の 結 石 の位 置,結 石 サ イ
ズ,衝 撃波 数,最 高 電圧,補 助 手段,stonefreeま
で の期 間 を示 した.全 例 男 性 で あ り,平 均 年 齢 は54.6
歳 であ った.単 一 結 石 は 症 例1,2,3の3例 で多 発
結 石 は 症例4,5で あ った.補 助 手 段 を要 した のは 症
例4の み で,他 はESWL単 独 に て 治 療 可 能 で あ っ
た.
以下 に各 症 例 の術 前KUB,DIPを 提 示す る.
症 例1(Fig.1)
結 石 破 砕 は 良好 で 術 後2週 目のKUBでstone
frecとな った.
症 例2(Fig.2)
結石 破 砕 は不 良に て再 度ESWL施 行 し,初 回 治療
後6ヵ 月 でstonefreeとな った.1回 目と2回 目の
interva1は4カ月 で あ った.
症 例3(Fig.3)
結 石 破 砕 は 良好 で 術 後8カ 月 目のKUBでstone
freeとな った,
症 例4(Fig.4)
本 症 例 は,ア ル コー ル誘 発 性rhabdomyolysis後急
性 腎不 全 とな り,電 解 質 バ ラ ンスが 急 激 に変 化 した た
め高Ca血 症 を きた し,多発 結 石 を 生 じた と考 え られ
た 症 例1)であ る・ 現 在 まで に,ESWLを3回,TUL
を3回 施 行 し,ま だ 左 尿管 下 端 に 小結 石 片 を 認 め る が,
DIPで は 通 過 障害 は な く自然排 石 を 期 して現 在経 過
観 察 中で あ る.
っ ぎにESWL後 腎 被 膜 下血 腫 を生 じた1例 を示 す .
症 例5
患 者:71歳,男 性

















































































と診断 し,ベ ッド上安静,止血剤投与,輸 液等で経過
観察 した.そ の際の経過図をFig.6に示す.Fig.7























































































































認める、 しか し単一結石 症例はわずか3例 であ り,
disintegrationとeliminationの評価も不十分であ
るが,通 常認められる腎結石症例 と比較 し,成功率は
ほぼ同程度との印象を持 った.
つぎにESWL後 に発生 した腎血腫形成 率に っ い
て内外の代表的報告例9-n)を,Table2に示 した.そ
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